
令和６年度

すくわくプログラム活動報告書

モニカ都立大園

（実施対象：４～５歳児クラス）



テーマ 光と影

４月に子どもたちがプラネタリウムづくりを
楽しんでいた（段ボールにアルミホイルを貼
り、そこに穴をあけ下から光を当てて遊ぶ）。
そこで、光の性質に気付き、性質を活かした
遊びに繋げられたらいいと思い、光の活動を
始めた。その中で、光には影が関係している
ことに気付いたため、光と影にはどのような
関係性があるか、光とはどのようなものがあ
るのかを経験の中から気付いてほしいと思い、
この活動を始めた。

光と影の関係を知る

「どんな光を知っている？」

令和６年７月～令和６年１０月

計４回

４～５歳児クラス・２７名設定理由 対象クラス

活動の狙い

キーワード

活動期間

活動回数



活動① 好きな光を描く

室内で行い、机２台をつけて大きな
テーブルに。４～５人程度で行う。テ
ラス窓の前窓を開け、光が感じられる
環境で行う。

白と黒の画用紙｜絵の具パレット
色を混ぜるためのパレット
バケツ｜水拭きタオル
筆(大、中、小の太さのもの)
机（２台）｜椅子（６脚）

準備物

環境構成

令和６年７月８日実施日

▼ドキュメンテーション

窓
画
用
紙

絵の具

画用紙に絵の具で描く活動内容



活動② 暗闇の中で光を操る

ホールの窓に暗幕をつけ、部屋を暗く
する。段ボールスクリーン(光を通さな
い)、凸凹段ボールスクリーン(光を通
す)を設置する。

懐中電灯｜筒(２種類の太さ)
木のブロック｜水入り透明ボトル
セロテープの芯

準備物

環境構成

令和６年８月５日実施日

▼ドキュメンテーション

懐中電灯の光を動かして遊ぶ活動内容

暗
幕

白
い
布

段
ボ
ー
ル



活動③ 固定された３つの光に
魅了されて

ホールで暗めの空間。卓上ライトを順
番に点け、影の状況が変わる姿を見る。
自分の影が映らないようにライトを配
置する。机、壁は白い模造紙を貼って
おく。

卓上ライト３つ｜筒
テープの芯｜網かご｜透明容器

準備物

環境構成

令和６年９月２日実施日

▼ドキュメンテーション

ライトを点けたり消したりして
影をみる

活動内容

暗
幕

机

両面棚

（
材
料
）

卓上ライト



活動④ ミニシアターで物語る

ホールで暗めの空間。ミニシアター２つ
（オーバル型、箱型）を壁側に設定し、
子どもたちが背合わせになるように行う。
真ん中に素材置き場をおくことで、素材
を取りに行く際に、互いの世界観を意識
できるようにする。

カラーセロファン｜カラーカップ
色のついたストロー｜オーガンジー
筒｜レース｜ざる｜網｜木の丸太

準備物

環境構成

令和６年１０月１７日実施日

▼ドキュメンテーション

シアターに色と時間の世界を映し出す活動内容

机

暗
幕

机

両面棚

椅子

卓上
ライト

材
料

材
料



使用物

全体の振り返り

光の活動を始めてみると、子どもたち
の中で光と影が同時に存在していること
や、光について動きの特徴を表している
ことに気付いた。

テーマ：光と影

絵の具パレット｜筆｜画用紙｜和紙(ロール紙)｜ミニシアター｜懐中電灯｜筒
木のブロック｜透明ボトル｜テープの芯｜卓上ライト｜網かご｜レース
カラーセロファン｜カラーカップ｜色のついたストロー｜オーガンジー｜ざる

終

また、発見や学びを振り返り仲間と分か
ち合うことが、新たなものの見方を楽しむ
姿勢や喜びにとって大切なプロセスである
ことを感じた。思考と行動を行き来する子
どもたちの学びがより深まるよう、

今の子どもたちの姿を捉え、職員同士で対
話を重ねていきたい。また、セットアップ
にもこだわりを持ちながら空間を作り出し、
探求に役立てていきたいと思う。



株式会社モニカ

〒105-0004
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TEL:03-6661-2466
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モニカ都立大園
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